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ワークシェアリング 
少し前のことになりましたが、４月末から５月初めにかけて長い連休になりました。 

作業をいただいているお茶屋さんは忙しい時期にあたりますが、連休の谷間にポツンと作業日があって

も依頼された仕事をこなすことができないと考え、２日を休業日、６日は社会体験活動日とさせてもら

いました。長い休みとなりましたが、それぞれの家庭で楽しく過ごしていただいたことと思います。 

さて、私事で恐縮ですが、この連休中に録画しておいた映画を３本見ました。その１本が 1970 年代、

40年ほど前の古い映画「若者たち」でした。 

この映画は、団塊の世代の青春時代を描いたものですが、この時期は経済も右肩上がりの高度経済成長

の時代でした。各地に公害が発生し、振り返ればそんなに豊かな時代ではありませんでしたが、将来へ

の希望はありました。なお、特別支援教育はまだ特殊学級の時代で、障害のある人たちへの配慮は十分

でありませんでした。それから 10 年後になって養護学校の義務化、国際障害者年などがあり、ようやく

その教育や生活は見直されていきました。 

「若者たち」という映画から高度経済成長時代を振り返りましたが、そんな時代には、「ワークシェア

リング」というような言葉は知りませんでしたし、なかったと思います。 

現在は、豊かになった後に国際経済競争の中にさらされ、人件費の高騰、産業の空洞化、非正規雇用の

増大などたくさんの課題が生じてきています。若者も就職難で、手取りは減っても、仕事を分け合う必

要性が一頃よく語られていました。 

さて、野いちごの仕事の仕方ですが、この「ワークシェアリング」ということが当てはまるように思い

ます。 

箱の組み立て、鰹節パック・紅茶パックの袋詰めなどの仕事への取り組みにあたっては、工程によって

作業内容を細かく分け、野いちごの利用者さんたちの特性を考えながら、だれにどこの仕事をしてもら

うのかを決めていきます。何でもできる人が全部してしまうのではなく、みんなで仕事をするために、

仕事を分担していきます。利用者さんの個性を生かすために工程を作ることもあります。 

利用者の皆さんには、「いい仕事でお客さんに喜んでもらい、工賃もたくさんもらえるように頑張ろう」

と言っていますが、工賃の確保と仕事を通しての生きがいというバランスの中で楽しく仕事をしてもら

っています。（櫻井隆） 

鰹節パックの袋詰めを紹介 

 

    
①不良品がないか点検し ②袋についた鰹節かすをふきとり③袋に入れる５こずつに分け ④５個ずつ袋に入れる 

行 事 予 定 

５月中旬  春の園芸（花の苗の植え付け）＊実施中   ６月７日（火）ジャガイモ掘り 

５月 20日（金） イチゴ狩り ６月未定 喫茶・工房ごと防災訓練 

６月６日（月）～17日（金） 

静岡北特別支援学校高等部３年Ｗ君実習 

７月１日（金）日帰りバス旅行 南富士エバーグリーンラインコース予定 ＊詳細は後日連絡 

Ｎ君宅火事見舞い 

近くに住宅を借りているお父さんを訪ね、17

日（火）にお見舞いに行ってきました。Ｎ君、お

父さん共にお元気で安心しました。 

皆様から寄せられたお見舞いには、利用者とな

ったばかりにもかかわらず温かな心遣いをいた

だき申し訳ないと恐縮していました。くれぐれも

よろしくお伝えくださいと言付かってきました。 

連休の合間の 6 日に、静岡市駿府公園～科学館

るくるに出かけました。電車で静岡市へそして

駿府公園では、ツツジが咲きそろっている園内

を散策。昼食は駅ビルでとり、その後科学館を

見学しました。みんなの好奇心を刺激する展示

物が多くあり、普段感じることができない不思

議な体験をしてきました。終日、天候にも恵ま

れ楽しい 1 日を過ごすことができました。 


